
①区の概況と課題①区の概況と課題 北区北区

◆区の概要 ◆全体図

◆区内人口・建物概況

◆学区別人口・建物概況

◆さいたま市直下地震と荒川水害の被害想定結果

◆被害想定結果からわかる防災上の主なポイント

◆防災関連施設情報（区内施設数）

【位置】さいたま市の北部に位置し、上尾市

と隣接。

【地形】大宮台地上にあり、西部には鴨川が、

他に芝川や見沼代用水などが流れる。

【土地利用】区の北部に大宮総合食品卸売市

場や吉野原工業団地があり、中央部

から南部が業務地で企業が多数立地。

【交通】国道16号、17号・バイパス等が整

備され、JR線や東武野田線、埼玉新

都市交通が走っている。

◆区内被害想定結果

【耐震化】関東平野北西断層帯地震において多くの建物被害が想定されているため、耐震化率
の向上が必要。

【水害】地域に水害（荒川・芝川・鴨川）の危険性が高いエリアがあり、迅速な情報伝達体制
や、自主防災組織等による安全な避難体制の構築が必要。

【避難】中学校区間で避難者のばらつきが大きいので、避難場所間の調整方法の検討が必要。
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（人口：平成22年国勢調査）
（建物：平成23年度さいたま市都市計画基礎調査）
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②さいたま市直下地震の想定②さいたま市直下地震の想定

震度分布図 液状化危険度分布図

建物被害分布図（揺れによる被害） 建物被害分布図（火災延焼による被害）
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02-2(※分布図は50mメッシュ単位での表示となっています)


